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ご　　　挨　　　拶
ドイツ連邦共和国大使館
労働・社会・保健担当参事官　クラウス・アイルリッヒ
　藁谷先生、大塚先生、土田先生、ヘルツベルク公使、そしてご出席の皆様、私もドイツ社会史展
が本日より早稲田大学で開催されますことを大変うれしく思っております。とりわけ土田先生には
この社会史展の開催にあたり大変なご尽力をいただきました。この場をおかりしまして感謝申し上
げます。そして藁谷先生、そのほかの早稲田大学の先生方、スタッフの皆様にも今回のドイツ社会
史展の開催に向け、この数週間大変なご尽力を賜りましたことを心よりお礼申し上げます。本日、
こちらのロビーでほんの一部をご覧いただけますけれども、10月28日まで西早稲田キャンパスでご
覧いただけます。
　この社会史展というのは、2005年の「日本におけるドイツ年」の折りにも準備をし、そのときに
は京都で展示会を開きました。そしてその展示会は常に最新の情報を盛り込む形になり、本日から
ご覧いただけるドイツ社会史展は2010年までの軌跡を振り返るものです。ドイツでは当時はプロイ
センでしたが、プロイセンで誕生した社会保障などを中心に、今日に至るまでの歴史を振り返るも
のです。もともとは連邦共和国に至る道のりの中で最初は貧困者を救うものでした。そしてその歴
史の中で家庭の中での事情も変わり、さまざまな団体による支援が行われ、さまざまな社会的団体
や財団などが創立され、そしてさまざまな疾病金庫、年金金庫などが設立され、最終的には今現在
ドイツのほぼ全国民をカバーするソーシャルネットが構築されました。
　過去を振り返ることになりますが、19世紀のドイツは多くの人々にとってどちらかというと暗い
影の差す世紀でした。多くの方が仕事を失っており、食べるものにも困っている状況でした。小さ
な村や町があっという間に大きな都市へと成長し、それまで農業国であった国から工業国へと生ま
れ変わっていった時期でした。男も女も子供も新しくできた工場で仕事をし、週に60時間以上、非
常に厳しい状況下で仕事をしなければなりませんでした。当時社会保障は存在しなかったに等しい
状況でした。病気にかかったり、けがをしたり、あるいは年をとるということは、貧しい生活を送
らなければならない厳しい状況に置かれるということを意味していました。その家族にとっても厳
しい状況が待ち受けていました。
　そのような中で、貧困者救済のためにさまざまな団体が力を注ぐようになりました。最初にこう
した努力をするようになったのは、教会でした。そんな中から徐々に社会的に人々を助ける団体が
生まれたのです。そのころ生まれた最初の社会保障のアプローチは、国内平和を目指すものでした。
オットー・フォン・ビスマルク宰相が、まずは疾病保険をめぐる法律を整備し、それは1883年に制
定された法律でした。それに続いて労災保険、1889年に老齢保険つまり年金保険ができ上がりまし
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た。帝国議会に対しビスマルク宰相が強く働きかけ、法律の制定に至りました。
　また同時に踏まえておかなくてはならないことは、だからといって必ずしも社会保障が定着した
わけではなかったということです。ドイツが福祉国家になったわけではなかったのです。ドイツで
は工業化の真っただ中にあり、このような社会保障の法律が制定されたのと同時に、労働者たちは
過酷な条件下で仕事をせねばならず、そのために労働組合が結成され、労働者たちが権利を求めて
闘うようになりました。政治家、労働組合、そして使用者側からも徐々に今私たちが考えるような
ソーシャルネットワークへの動きが出てきました。
　ドイツは19世紀にこうして芽生えたさまざまな動きから、今の福祉国家へと成長していきました。
1990年10月３日にドイツは再統一を果たしました。そして社会保障制度も旧西部ドイツと旧東部ド
イツで同じように国民に保障されるようになりました。
　私は今回のドイツ社会史展を通じて、皆様にこの歴史に関心を持っていただけることを願ってお
ります。そしてこの社会史展をもってして両国間の理解を深め、さらに協力関係を深めていくこと
ができると確信しています。
　ご清聴ありがとうございました。（拍手）
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